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高線圖を示す.
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の反懸麟 に於ける γ・の値が 。-   5    1。

こ の 圖 よ り直 に求 ま る.即 ち,            一 一ゆh

(θ・)・1・axの出 來 る位 置 が 反庶 暦 の 中 に あ るか 否 か を決 定 す る こ とが 出來 る.こ の γλ一(σ, h)等

高 線 圖 を第2圖 に示 す.

 等 高 線 圖 の使 用 法 の 一 例 と して1)auul、6hler(Z. Elektroch.,44228,〔1938〕)の 亜 酸 化 窒 素

の 分 燭 反 慮 に關 す る反 慮 管 内最 高 温 変 と,流 速 との 關係 に就 て の實 瞼 に 於 て 流 速 が増 して も,

(θ,)maxは 殆 ど壇 さす,一 定 に近 い とい う結 果 を示 して い るが,本 報 の 方法 に よつ て この 場 合

の γc.itを求 め る と γc,lt=0・0039と な り,之 はyc,it =O.59に 劃 慮 す る に当↓し,彼 の實 験 で は す

べ てv>30の 所 で 行 つ て い るの で あ るか ら,流 速 に よつ て(θ 、)m。.が殆 ど攣 化 しない こ とは 常

然 了 解 され る.即 ち この等 高線 圖 の 用途 を要 約 す れば 亥 の よ うで あ る.

 (i)流 速 に よ る最 高 温 度 値 の攣 化 が 略 ≧恒 値 とな る限 界流 速 を知 る こ とが 出 來 る.

 (ii)或 與 え られ た 條 件 に於 て流 速 に よ る最 高 濫 度 匝 の攣 化 の 模 様 が 大 略 知 り得 る,

 (iii)與 え られ た反 懸 管 景 に於 て 最高 盗 度 値が 管 末端 に現 わ れ る如 き流 速 の 値 を知 り得 る.

      保 護i管附熱電i封に依 ろ鰯媒 充填層 の    ・

      温 度測定 に於 けろ誤差 に就 て

          見 玉 信 弐 郎 ・福 井謙 一 ・手 島達 郎

 熱電封,塞 暖計等が管中の流艦中に置かれた場合の示度の持つ誤差の中,管 壁と濫度計との

岡の輻射授受及流髄と温度計 との岡の熱傅達との雫衡の存在に基 く誤差に關しては古くから注

                  (105)
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意され,そ の算定法及誤弟防 止の方法 も充分明かになつているが,濫 度計を保護管に也んで管

長方向の温度分布を測定する場合に保護管構成物質内部の熱傅導に基 く談差に關 しては,そ の

定量的の大きさ及 その算定法が從來明かにされていないように思 われる。戴では斯 る原因によ

つて起 る誤差のみに茄目して,こ の誤差 と種 々の物理量 との關係 を明かに し,實 験 との比較結

果を述べ る.

 1.保 護管及 その内郡の熱傳           第  1 圖

  導方程式              2=o  _2      2FL

 先づ輻身寸授受による誤ブ裟は無                __」 ユL_   __

肌 謀 熱酬 自身の熱蝉 は    熱電対端 綴 管

無硯出來 るものとする.叉 保護

管及その内部の充浦物質はその           第  2 圖.
                   '     1
爾端が断熱せられているもの と    

,一」 適 θ承 £♪

   H... .. r-      / θ  ・珍

軸1一を端から端 まで移動 させて    ¥          A

測定するものとする.       ・  護

假定により(i)保 言贈 艦 と  K・穽奥購 率R;鞭0:澱11:輔 瘤 ミ

外 部 との 熱 の 授 受 は 外 部 反 鷹 流艦 との熱 傅 達 の み に よ る.(ii)熱 電 到 温 愛計 の示 度 は(θ1)γ。=。を

正 艦 與 え ・.(・i:)1-・ 及1・ Lに 於 て 薯 一穿 ・・ と し得 ・・ す ・ と憾 管 内 部 充 渤

質及び保護管構威物質 中に於て夫 々次の微分方程式が成立つ.

       K・(  ∂201  1 ∂OI  ∂20王一∂率・+γ ∂γ+∂1・)一 ・     (1)

       K・・(∂2011  1 ∂θII  ∂2011∂γ至 + γ   ∂γ + 一δP)一・   (・)

境界條件は

       ・-R… 於て ・・一… 及 一Kr籍 一一K・・嘗1  (・)

       r・・Rii 1・於てh(・(1)一…)・K・・篶1    (・)

       1-・ 及 同 ・・於て 書 ・一L()  噛 (・)

葺玄に各丈 字 の意 味 は第2圖 に示 す通.りで あ る.そ こで 問 題 は,(1)(2)(3)(4)(5)を 解 い て

(θ1こ)Y-。=g(1)を 求 め,之 とf(D,即 ち反 慮 流 膿 滞 度 とを比 較 す れ ば 誤 差 の大 き さが分 る こ

とにな る,

 ll , f(1)の 形 に封 す る假 定

 實 際 の 場 合 にはf(1)は 種 々な複 維 な 曲線 で あ るが,蔽 で は計 算 の 便 宜 上 次 の代 表 的 な二 つ

     .             (↓06)
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の 場 合 を逡 び 註 算 を行 い誤 差の 算 定 を行 う.・℃際 の場 含 には こ の爾 者 を適 鴬1二組 合 せ 勘 案 すれ

ば 大 略 の誤 差の 程 度 を知 る こ とが 出 來 る.

     ・・ f・(])・e・,・θ1・・n一翌一(rk1形 ・    (・)

     ・・f・(1)・仇+θ ・(1-十.)(直 線HJ")    (・)

 闘・微分方程式の解                 ,

 イの場合  g(Dを 正確に求めると,

       ・1(1)・e,,・÷ ・魯 ・1・・kt,Ll    (・)

   藪にA・ ・÷ ・一調 壽・・嫁r    ・ (・)

     C1ドxmτ1(x・1・){K・(3・m)一 αymKτ(y、1・)}(1一 σ)1・(Xm)+]; }11

       {1・(y・ ・)+α ∫。」1(y、1のナ× 〔σ1・(x…)K。(・ 、,))+1。(xm)K・()'11・)〕 (10)

   遊に ・・-2警R唖 ・竿R1・ α「 監 σ一 豊  (11)

叉In(x), Kn(x)は 夫 々第1種 及 第2種 の11階 の憂 形 ベ ツセ ル瞳 敏 であ る.

 ロの場 合

   同様に9・(1)・e・+%・+落 、・( で2m評1   (12・

       Aln一ボ!磐 三。πゴよ       (13)

          (Qn、 は イ の場 合 と同 形,但 し ロの 場 合 は(II)のXm, ymの 式 の右 邊 の

          2ni7z'を(2tn-1)π とな る).

 皿・ 誤 差 に 關 す る考 察

 上 述 の よ うな意 味 に於 て 誤 漁 よf(1)と3G)と の1婁で、與 え られ る,即 ち

       d・)判 ・(1)一・(1)}      (14)
 今,イ の場 合 に誤 業 とそれ に 入 つ て くる諸 恒 敏 との 關係 を求 め る に,先 づ 保 護 管 の 壁 が 薄 く

且 つ 保 護 管 が細 くて 長 い とい う條 件 を入 れ る と通常 の場 合 に適 合 す るQm((10拭)の 近 似 式 と

して               噸

       Qm=(1+楓x、 、、2){1+α(xm+δm)δn1}+%β(Nm2一 δm2)+%σx、 睦δ1睦 (15)

を得 る.藪 に

       β一σα一一謡 「 … ・一即 ・

で あ る.こ れ を(6)(8)(9)(14)に 代 入 して考 察 すれ ば 次 の結 論 を得 る.

 (i)ll,及KIが 小 な る程 誤 差 は小 とな る.

 (ii) Kuが 衣 のki/[をと る とき誤 差 は最 小 にな る.

       CI〈II)min駕ル/KlhRI

                   (107 }
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 (iii)な ろべ く保 護 管 の 長 さの方 向 に罰 して中 火1癌 二黙電 封 の先 端 が くる よ うに して測 温 す

るほ ど誤 ∫叡よ小 とな る.

 ロの 場 合 も同 ぽの 結 論 を得 る.

 V.賀 験 との比 較 結 果               第  3 岡

 1%"ガ ス管 を使Jijし, Zn〈)一              』1

(:,(〉:)系醐媒2201を1.8niの   3眈     ・ ,'一・-  9'

雛篇難 鑑/幡 戦
                                     、

せしめる.儒 瞥 は!・ls t,ガス管        1

を使用しその澗温方式は反慮濫1     ・       !

度は第・陶 鋤 け ・.  o  →艀  1・δ

聯i・ 於て2つ・畷 管の '一 三 芝=ミ1(F=一 …………一

接ilに於て斗o℃という欄 大な       ＼畷 管

るイ蓮績曲線を示す.こ れが如         反慮温度買測値

.トの 原 因 に基 く もの と して一1述     ・・…… 反慮証度オて綻 値(定 性的に書い た もω)

の理 論 を適 用 して 見 る.近 似 的

に,1=0～1の 郡 分 に は イの 場 合 のf(1)式 を採 用 し,第3圃 よ り θ1=1COと す る.又1=1～

1.8の 部 分 には ロの場 合 のf(1)式 を採 川 し θ2二100と し,次 の{r「攻値 を用 い て(1';)式 よ りd

の 仙:を求 め る と,

    イの場 合(L=1)dl(L)-25/艮 防 イ髄 細 陽 の 喰 違 い

    ・の 棚(L-、 、8)4,(。)=125d,、 、、,。n,=dl(L)+4,(。)=37℃

即ち實験的の喰違い40℃ と枢めてよく一致する.こ れば少 くとも本論文の如 き誤差機構の存在
        キ                                                   の

の可 能 性 を示 す もの で あ る.

                        

         パ ラジ ウ ムに よ う水 素 の吸 着

          多 羅 間 公 雄 ・宮 川 俊 男 ・森 島 直 正

 パ ラ ジ ウ ム(Pd)の 燭 媒 作 用 に關 す る研 究 に關蓮 して,吾 々が 使 用 せ ん とす るPd一 鯛 媒 に封

す る水 素 の 吸 着 を 研 究 した結 巣 にJ.Lき1艮告 す る.測 定法}よ普 通 σ〕藤 的 方 法 に よb恒 墜 下 で 容 積

乏化か ら吸 茄 量 をll〔暇三す る方 法 を以 て,吸 着 速 度 と2i{衡吸 着 量 とを 濃 度0。 ～18GOC,雁 力1～

1・fs.itmの範 回 で測 定 した.使iljし たPd-1濁 媒}よ臨 化 パ ラ ジ ウ ム溶 液 かr,マ グ ネ シユ ウ ム に よ

                   (108)                 一


